















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































である。『ヨーガ・スートラ』では， Tada dra斜u.Qsvarupe avasth昌namと
言っている。天国とは， I神」の住んでいる所のことではなく，知恵と愛と
美のイデアが永遠に実在するような，存在秩序もしくは霊的世界のことであ
り，私たち全員が霊魂を通して直ちに入ることができるような，そしてまた，
私たちが，長きにわたる辛抱強い努力によって，はじめて，自分のうちにも
社会のうちにも十分に実現することができるような，そういう国のことなの
である。この世にまた戻ってくることへの期待は，霊魂の不誠な実在に対す
る魂の確信を表わしている。世界プロセスは，万人が，自分は不域の霊魂で
あり， I神」の子であり， I神J自身であるのだということを認識した時に，
はじめて完成を迎える。この目標が達せられるまでは，各人は，宇宙意識の
中心である。彼は自我感のないままに行為し続ける。救われるというのは，
世界の側から動かされることではなL、。救済とは，人生からの逃避のことで
もない。宇宙プロセスにおいては，個人は，もはや酸味で有限な自我として
サルヴェパリー・ラーダークリシュナン『霊的理想主義の人生観J第3章 153 
ではなく，個人として現れた一切を懐に抱いたまま，それらすべてを調和あ
るものへと変容してしまう神的意識もしくは普遍的意識の中心として，働く
のである。それは，深い変容を遂げた自らの内なる存在と共にあって，この
世で暮らすことである。魂は，静けさのうちに日号聞く持して，この世から
の誘惑や攻撃にあっても，動じることはない。霊的開眼は，個人的生活を不
可能にするわけではない。もしも救済された個人が，宇宙プロセスから文字
通り逃避したならば，この世は永遠に購われることがなくなってしまう。こ
の世は，果てしなき闘争と暗黒の場面に，ずっと留まり続けるはめになって
しまうだろう。ヒンドゥ教徒は，様々な程度の解脱・解放を主張するが，一
切からの完全かっ最終的な解放が，究極の解放である。大乗仏教は宣布する。
ブッダは，みずからニルヴァーナは浬祭の敷居に立ちながらも，地上にただ
一人でも解放されない者がいる限り，自分は決して彼岸に渡りはすまいと誓っ
たのだ，と。『ヴァーガヴァタ・プラーナ』は， r私は，八つの完成をすべて
備えた至高の状態を願うことも，生まれ変わりからの解放を願うことも，い
たしません。どうかこの私に，生あるあらゆる苦しめるものの悲しみを引き
受けて，彼らが嘆きから解放されるよう，彼らのうちに入ることが，できま
すように」という祈りを記録している。彼らが切に願う自己の充足は，他の
存在が同様の帰結を成就できないでいることと両立しない。個人を個人とし
て尊ぶこういう態度は，こと宗教の領域に関する限り，何も近代デモクラシー
の発見などではない。宇宙プロセスが，誰もが等しく「神」の子なのだとい
う啓示に帰着し， r主」の民が全員預言者となり，こうした普遍的な受肉が
遍く現実のものになるとき，自然がそこから解放されたいと悪戦苦闘してい
る，当の大いなる宇宙的生まれ変わりは，ついに終わりを迎えることになる
のである。
さてこれで，宗教体験をめぐるいくつかの主張を，纏めることができる。
知覚的意識様態や，想像的意識様態や，知的意識様態などとは，はっきり異
なる意識様態が存在していて，それは，自己明証性と完全性を備えている。
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あらゆる時代の宗教的人物は，実在の把握に対するこういう直接的アプロー
チ法を通して，みずから「神」の存在への確信を得たのである。
より大きな環境が自分の自己の本性に属していて，個人は，時折それと接
触するようになることがある。この霊的環境の本質をめぐっては，解釈の違
いが色々あるが，少なくとも，真理を求めて善を実現する生活に正当な根拠
を与えるのは，この霊的環境だけだということには，何の異論もない。
自己と宇宙の一切を包括する統ーというものをめぐる直観が強調された結
果，私たちと愛を取り交わす「神」という存在や，真の独立をもった自己と
いう存在までもが，排除されてしまうことがある。
こういう意識をもった人たちは，すべて，霊魂の優位に対する揺るぎない
信頼と，難攻不落な楽天主義と，倫理的普遍主義と，宗教的寛容とをもって，
生活の特徴とする，聖者のような魂なのだ。
霊的洞察力を着実に身に着けていくことが，宗教的努力の目的であり，そ
のための手段となるのが，倫理的生活であり，眠想の技術なのである。
こうした主張が提出している問題を，全て長々と論ずることは，不可能だ
としても，以上の言明の妥当性を検証するのに，いささか役に立っと証明で
きるような，若干の一般的考察を提供することなら，出来ないことではなL、。
第3章終り
(やまぐち・やすじ 元文学部教授)
